	年　度
	校　種
	講座番号

	平成２５年度
	中
	２１４０


理科教育講座　中
～今日的な教育課題を受けた理科授業の改善～

１　目　的
　中学校の理科教育における教科の本質的な課題や今日的な課題についての研究を進め，知的好奇心や探究心を喚起し，生徒自らが学ぶ意欲を高めることのできる指導方法を身に付けるとともに，県内の理科教育の推進に貢献できる実践の普及を図る。
２　対象及び定員　授業改善を通してよりよい理科の授業を目指す教員
　　　　　　　　 及び　中級ＣＳＴ養成プログラム受講者　（定員 各Ｇ ３０人）
	３　期　日

	Ｇ１　※Ｇ１は，４日間の講座です。
第１日目　　６月１１日（火）小学校，高等学校と共同で開講
 　　　第２日目  　８月１９日（月）午後のみ
 　　　第３日目  １０月３１日（木）
 　　　第４日目    １月２９日（水）科学教育シンポジウム（中学校）
Ｇ２　第１日目 　　６月１１日（火）聴講のみ　午前９時３０分から１２時
Ｇ３　第４日目 　　１月２９日（水）聴講のみ　午後１時から４時


４　会　場　総合教育センター
　　　　　　〒500－8384　岐阜市薮田南５－９－１
　　　　　　TEL　０５８－２７１－３４５６（教育研修課　専門研修係）
　　　　　　第１日目の午前，第４日目午後は，第１棟４階大研修室
第１日目午後，第４日目午前は，第２棟１階第２研修室
第２日目，第３日目は，第２棟２階第２研修室
５　日程と内容
	期　日
	時　刻
	研　修　内　容
	講　師

	第
一
日
6/11
（火）
	９：３０
９：４０
	【オリエンテーション】
・全体会（小・中・高等学校合同）
	講座担当者


	
	９：４０
９：５０
	【挨拶】
・理科教育に求められるもの
	教育研修課長

	
	９：５０
１２：００
	【講演】理科教育の今日的課題

「学習意欲の向上と科学的素養の育成」〈仮題〉
	岐阜女子大学文化創造学部長

下野　洋氏

	
	１３：００
１４：００
	【講義】研修にあたって
・今年度の研究構想説明
・県の理科指導の重点等説明
	講座担当者
中理研役員


	
	１４：００
１６：００
	【相談・交流】研究テーマの設定と年間計画の立案
・研究テーマと研究内容の相談
・研究実践年間計画の立案
	講座担当者
中理研役員


	第
二
日
8/19
（月）
	１３：３０
１３：４５
	【オリエンテーション】
・理科教育の動向説明
	講座担当者


	
	１３：４５
１６：００
	【実践交流】
・研究領域毎の実践交流
・研究領域担当者との個別実践相談
	講座担当者
中理研役員


	
	１６：００
１６：３０
	【まとめ】
・実践交流から学ぶ生かしたい実践事例の紹介
	講座担当者


	第
三
日
10/31
（木）
	９：３０
９：４５
	【オリエンテーション】
・理科教育の動向説明
	講座担当者


	
	９：４５
１２：００
	【実践交流】
・研究領域毎の実践交流
・実践推進にあたっての課題等の相談
	講座担当者
中理研役員


	
	１３：００
１３：３０
	【ポイント講座】
・効果的な実践発表の仕方
	講座担当者


	
	１３：３０
１５：３０
	【実践交流と実践のまとめ】
・研究領域毎の実践交流

・実践のまとめと実践発表の準備
・実践推進にあたっての課題等の相談
	講座担当者
中理研役員


	
	１５：３０
１６：００
	【まとめ】
・実践交流から学ぶ生かしたい実践事例の紹介
	講座担当者


	第
四
日
1/29
（水）
	９：３０
９：４５
	【オリエンテーション】
・研究実践の交流の仕方
	講座担当者


	
	９：４５
１２：００
	【実践発表】
・グループ別実践交流会
・研究のまとめ
	講座担当者
中理研役員


	
	１３：００
１６：００
	【科学教育シンポジウム（中学校）】
・全体会（小・中・高等学校合同）
・実践発表（高等学校）
・講演

「新学習指導要領とこれからの理科教育」〈仮題〉
	講座担当者
文部科学省
教科調査官

田代　直幸氏
　　　


□備　考
・第４日目は，科学教育シンポジウムとして開催します。本年度は，中学校の発表となります。詳細については後日案内します。
・欠席，遅刻，早退などの手続きは「受講についての案内」のページを参照の上，所定の    　様式にて届け出てください。
・周辺駐車場の確保が困難になり，総合教育センターの研修者用駐車スペースも少なくなっています。公共交通機関の利用にご協力をお願いします。
・この講座についてのお問い合わせや急な遅刻・欠席等の連絡は，下記へお願いします。

TEL　０５８－２７１－３４５６（教育研修課　専門研修係）
平成2４年度受講者の声





・それぞれの先生方が１年間一生懸命取り組まれたことがとても伝わってきました。実践を受講者で共有できてよかったです。


・本当に勉強になる１年でした。先生方の実践を生かして自分自身のものにしたいです。成果を子どもに還元したいです。








